
0 

 

 

県連ニュース 
   ２０２１年９月 ＮＯ-５３０号 

 

 

 

『涸沢の夜』 

 

滋賀県勤労者山岳連盟 



1 

 

 
 

 

 

表紙の写真：『涸沢の夜』 

撮影者：湖南岳友会  吉田正幸氏 

 

 

 

 

 

 

 

２０２１年 ９月号  目 次 

 

リレーエッセイ ·································· ２ 

 

    お知らせ 

2021登山祭典の具体計画 ······················ ３ 

交流登山企画 ································ ４ 

しし岩・金毘羅岩トレご案内 ·················· ５ 

    報告 

CSS 比良・白滝谷沢登り 山行報告············· ６ 

      薬師岳～黒部五郎岳～雲ノ平周回縦走 ··········· ８ 

 

ぐうたら会長のつぶやき ························ １０ 

 

9―１1月行事予定表 ···························· １１ 



2 

 

＜リレーエッセイ＞ 

つながりつづけること 

比良雪稜会 小林智子 

比良雪稜会に入会し、滋賀労山の一員となってから 12 年がたちました。登山歴ゼロで野

点山行に参加した日、私が履いていったのはニューバランスのスニーカーだったし、タウン

用のリュックサックには食料と水、700 円で買った携帯用のレインコートきり入っていませ

んでした。意気揚々と参加しその勢いで入会した時、比良雪稜会が山岳会であることの認識

はなく、なんだか楽しそうなサークルに参加する・・くらいの感覚でした。 

入会直後に山用品の店で靴と雨具とザックを購入するとさらに勢いがついて、会報に掲載さ

れる例会案内に次々と申し込んで参加。《例会＝連れて行ってもらう山歩き》との認識でし

たから、山行中に登山道の検討をしなおすことがあっても参加せず（できず）、まるでアト

ラクションの一場面でも見ているかのように緊張感の増した空気を楽しんでいました。 

 

若いころから登山に親しんでこられた経験豊富な方から私のようなものまでが一つの会

に名前を連ねている。当時は気が付いていませんでしたが、小学校に入学したら同じ教室に

いた人は(年齢こそ変わらないものの)義務教育どころか大学まで卒業していた・・という感

じなわけです。幸か不幸か私は経験値の凄さを感じる物差しを持っていませんでしたから、

無邪気に仲間として接してもらいながら、知らない間にめいっぱいお世話をしていただいて

いたんですね。その中で無理なく少しずつ「登山」という世界への関心が芽生え始めます。

学びたいと思えば豊かな知識や経験を持つ仲間がすぐそばにいて、時には言葉でなく背中で、

行動で・・教えてくれます。それは比良雪のみならず、他の会であってもです。 

 

ここ数年、ツアー登山に参加することがあり、会から離れて山を歩く人たちとも出会うよ

うになりました。そうするといるんです、初めて野点に参加したときの私のような人が。飯

豊山のツアーで出会った女性はある日突然「百名山登ろう」と思ってツアー登山を始めたそ

うです。登山口に向かうバスの中で配られた地図はそのままバスに置いていきました、地図

は見てもわからないから不要とのことでした。ちなみに山岳会に所属することは「人間関係

がめんどくさいからいや」だそうで、今後もツアーの単独参加で百名山を目指すそうです。 

 

めんどくさいのかもしれません、でも、めんどくさい私の面倒も見てくれた会のおかげで

今があると最近つくづく感じるんですよね。12 年の経験が山を歩く人としての私をいくら

かでも成長させてくれたという勝手な自己評価があるからですが、それでもそれならそれな

りに、今の私にできる事があるのではないかと思うようにもなりました。 

コロナで人間同士の距離がとても希薄になっている気がします。でも、できうる限りそのつ

ながりの糸の中に絡んでいたいと思っています。それが山岳会に入ってそれなりに育てても

らっている私のこれからの目標でもあります。 

 

このリレーエッセイは二日前に突然電話があって書くことになりました、うわ、めんどく

さい・と思いましたが、面倒よりつながりを選択しました。 
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＝ 交流山行 第 弾 ＝ 

実 施 日 程 ９月１２日（日） 企 画 彷徨倶楽部 

山域・山岳名 千石山～駒ケ岳周回 （健脚コース） 

集 合 場 所 １） JR 堅田駅 7 時    2）道の駅朽木本陣 7 時 30 分 

山 行 時 間 約 7 時間 （下山予定 16:00） 

参 加 受 付 彷徨俱楽部／谷内  tomo-hira3rose@rouge.plala.or.jp 

受 付 締 切 9 月 6 日（月） 

 

実 施 日 程 １０月３１日（日） 企 画 比良雪稜会 

山域・山岳名 
《Ａコース》比良山系 飲み水水質調査山行 

《Ｂコース》比良山系 飲み水水質調査 兼 放射線測定山行 

集 合 場 所 ・ 時 間 《Ａ・Ｂコース共》和邇川河川敷,（又は、ＪＲ和邇駅） ７時 

下 山 予 定 《Ａ・Ｂコース共》下山予定 １７時 

参 加 受 付 
《Ａコース》西村高行    ＜kazuyo-buna@river.sannet.ne.jp＞ 
 

《Ｂコース》近藤ひろみ   ＜konkonpino-hirasetu@yahoo.co.jp＞ 

受 付 締 切 《Ａ・Ｂコース共》１０月２４日（日）  

コ ー ス 
《Ａコース》坊村～南比良峠～擂鉢山～白滝谷登山口～坊村～権現山栗原登山口 

《Ｂコース》イン谷口～北比良峠～八雲ヶ原～金糞峠～荒川峠～金毘羅道湧水池 

そ の 他 採水調査は（Ａ・Ｂ共）3 ヶ所で、（Ｂコースで）放射線測定 11 ヶ所実施します。 

 

実 施 日 程 １１月７日（日） 企 画 湖南岳友会 

山域・山岳名 雨乞岳（あまごいだけ） （鈴鹿山系） 

集 合 場 所 1）JR 野洲駅 6:45    2)JR 貴生川駅（草津線）7:30 

山 行 時 間 約 7 時間 （下山予定 16:00） 

参 加 受 付 村田／県連理事   k-hiyake@hera.eonet.ne.jp 

受 付 締 切 １０月２７日（水）  

 

※「申込時の注意」 （申込み・詳細な問い合わせは、必ずメールでお願いします） 

 

「交流登山」とは・・・・県連の各会はそれぞれ会独自の活動を行っておりますが、このたび各会の枠を超え、他

会員が他の会の指定山行に参加できるようになりました。（但し、交流登山指定山行のみ） 

「参加の申し込み方法」・・・・行ってみたい山行の申込先へメールで申し込むだけです。 

 申込みは➡「所属会名・氏名・住所・生年月日・ケータイ番号」などをメール！（詳しくは下記の通り）                   
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＜案内＞ 

しし岩・金毘羅岩トレご案内 

低山でも心地よい季節となりました。クライミング練習を行います。 

岩場での三点支持、ルートファインディングやロープワークは登山の基本です。初心者

の方は初歩から始めます。経験者はロープワーク技術を確認・点検する場とします。 

 

日 時：北小松  しし岩   ９月１８日（土） 

京都大原 金毘羅山 １０月 ２日（土） 

   

    

集 合：しし岩 JR 堅田駅 8時または北小松楊梅の滝登山口駐車場 8:30 

金毘羅 JR 堅田駅 8時または大原現地駐車場 8:30 

行 程：堅田駅 8時＝現地駐車場 8:30…岩トレーニング 15時 

…現地駐車場（解散） 

装 備：通常のハイキング装備+ヘルメット クライミングシューズ ハーネス スリング 

確保器 カラビナ等クライミング用具一式 あれば 50メートルロープ※労山遭対基金また

は山岳保険に加入すること。  

申込締切：しし岩 ９月１２日(日) 金毘羅 ９月２６日(日)  

（配車の都合により定員に達し次第締め切ります。） 

 

申込先：谷内 携帯 09022809979 E-mail tomo-hira3rose@rouge.plala.or.jp   

※荒天・雨天が予想される場合は中止します。中止の場合は前日までに参加者にメール連

絡します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

mailto:tomo-hira3rose@rouge.plala.or.jp
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＜報告＞ 

CSS 比良・白滝谷沢登り 山行報告 

 

日 時：2021 年 8 月 1 日(日) 曇時々晴れ 

参加者：CL谷内(彷徨倶楽部)、SL濱野(比良雪稜会)、信森(彷徨俱楽部)、其阿弥(比良雪稜会)、川嶋(比

良雪稜会) 

行 程：堅田駅集合 7:30＝坊村駐車場 8:00-8:20～牛コバ 9:20～入渓点 9:30～夫婦滝 遡行終了点

13:50(下山道)～坊村駐車場 16:35＝解散 

 

比良の沢登りの入門コースとの事で、昨年の奥ノ深谷以来、一年ぶりの沢登りに参加…。水量はそんなに

多くなく、夏は沢登りに限る等と思いながら、気持ちよく遡行…。何箇所かの高巻きは少々危険な所はあ

るものの、慎重に行動すれば特に問題無し。ただ、ブヨ等の虫の多さには少々ウンザリで顔や首筋、腕に

刺された跡が多数…。牛コバまでの下山道は少し荒れてはいたけど、無事に坊村の駐車場へ下山。午後か

らゴロゴロと雷が鳴っていたけど、最後まで雨にも降られず、楽しい沢登りの一日となりました。ありが

とうございました。 

(記：川嶋) 
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＜報告＞ 

薬師岳～黒部五郎岳～雲ノ平周回縦走 

--- ステップアップ登山講座２０２１（1） --- 

松田達也／湖南岳友会 

日  程： 2021年 7月 22日（木）～７月 25 日（日） 
講  師： 秋田 誠（彷徨倶楽部） 
受講生： 木村敦子（比良雪稜会）、田中政行（滋賀山友会）、松田達也（湖南岳友会） 
日  程： 7/22（木）折立 7:40 -- 太郎平小屋 11:45～12:00 -- 薬師峠（TS）12:15 

7/23（金）TS 3:30 -- 薬師岳 5:30～5:45 -– TS 7:35～9:00 -- 北ノ俣岳 11:15～11:20 
-- 黒部五郎岳山頂分岐 15:50～16:05 -- 黒部五郎小屋（TS）18:00 

7/24（土）TS 6:10 -- 五郎沢左俣入渓点 6:15～6:30 -- 五郎沢・黒部川本流出合 9:50～10:00 
-- 祖父沢出合 10:05 -- 雲ノ平テント場（TS）16:00 

7/25（日）TS 6:10 -- 雲ノ平山荘 6:35～6:45 -- 薬師沢小屋 9:45～10:00 -- 太郎平小屋 13:50～14:05 
-- 折立 18:00 

ステップアップ登山講座2021の第１回講座は黒部川源流を周

回する 3 泊 4 日の縦走。総距離 46.7km、累積高度上り下りそれ

ぞれ3,900mを越える。距離、行動時間が長いばかりでなく２本の

沢をつないで黒部川源流を横断するルートである。 

７月２２日、晴れ。折立を出発し、太郎平へ向かう。太郎平まで

の道では、白い穂を広げるコバイケイソウ、群生するチングルマ、

黄色が映えるニッコウキスゲなど、高山植物が目に楽しい。正午

前には太郎平小屋に到着。視界が開け、青空の下に水晶岳から

黒部五郎岳への峰々が見渡せる。休憩もそこそこにテント場であ

る薬師峠へ向かう。各人のテント設営後、タープを張って昼食を

とり、コークハイを楽しみつつ参加者交流。２時半過ぎから断続

的に降雨。雷鳴も幾度か響いたものの、タープで凌げる位の小

雨でおさまって何よりだった。 

７月２３日、晴れ。３時半に薬師岳山頂へ出発。登るにつれて夜も白み、後立山の稜線に朝日が輝いた。５時

半に頂上に到達。山頂からは雪渓を纏った北薬師岳の雄姿が一望できた。薬師峠に戻りテント撤収。９時、黒部

五郎岳へ向けて縦走を開始。太郎平は晴れ渡っていたものの、北ノ俣岳あたりからガスが出て、黒部五郎岳への

急登時には小雨がパラつき雷も鳴り、夕立の恐れが高まった。だが、黒部五郎岳山頂分岐に到達した１６時には

天気は持ち直し、雨に遭わずに済んだ。分岐で登頂組と待機組に分かれ、田中と松田は黒部五郎の頂上を目指

し、山頂から雄大なカールの絶景を楽しんだ。その後、黒部五郎小屋へ向けてカールを下る。この行程は思いの

ほか長く、行けども行けども小屋は見えず。心身ともかなり消耗した。14時間を超える行動の末、ようやく小屋が見

えたところで日没迫る空に美しい虹がかかったのは何か劇的な感じだった。１８時、黒部五郎小屋到着。共同食

を取り、就寝。 

 

薬師岳山頂にて 

 

薬師岳から北薬師岳を望む 
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７月２４日、晴れ。６時、小屋から少し戻り標高２,３５０ｍ付近から沢靴に履き替えて五郎沢左俣を下る。１０時に

は五郎沢と黒部川本流の出合に着き、祖父沢を雲ノ平へ登り返した。岩場を滑らないように細心の注意を払いつ

つ、ルートを見定めながら進む沢の上り下りは、いつもの登山道を辿る山行とは全く異なる体験だった。沢を登り

切ったところがちょうど雲ノ平のテント場であった。１６時に到着。 

 
７月２５日、晴れ。６時過ぎに出発。木道を伝い雲ノ平山荘へ。「ギ

リシャ庭園」の背景に聳える黒部五郎岳や「奥日本庭園」、「アラス

カ庭園」など雲ノ平の景観を楽しんだ。ここでの難所は薬師沢まで

の下り。滑りやすい急坂が続くので消耗させられた。注意しつつ下

り、１０時前に、薬師沢小屋に到着。そこから薬師沢に沿って登り、

太郎平を経由して１８時に折立へ戻り全行程を終了した。この３泊４

日では、初日に小雨に遭ったくらいで全般的に天候に恵まれ黒部

川源流域を堪能することができた。 

雲ノ平を行く 

☆☆ 一口感想 ☆☆ 

■一日一日が試練でした。テンバはまだか …と足元ばかりを見ていましたが、顔を上げるとでっかいカール、花、

虹、遠くまで続くアルプス。夢の国でした。黒部源流を詰めた先に広がるお花畑、その先に咲く雲の平のテンバ。

貴重な体験をさせて頂きました。皆さんには助けてもらってばかりでした。ありがとうございました。＜木村＞ 

■２００９年５月黒部五郎沢をスキーで源流まで滑った場所を夏に見たくて参加しました。黒部五郎キャンプ場より

一般道を外れて沢に入ると、重いザックを背負っての下り、転倒や捻挫に注意しながらなので中々進まない。漸く

黒部川の出合に出ると透明な水が本流と合流していた。その景色はスキーで滑り降りたのと同様の風景が広がっ

ていた。そこから、祖父谷を詰めたがやはりザックの重さの為、中々進まない。漸くキャンプ場に着いた時、振り返

ると黒部五郎岳がどっしり構えていた。あの沢を下りて、源流に出て沢をよく登ったなあ。久しぶりの３泊４日のテ

ント山行はキツかった。＜田中＞ 

■山中３テント泊は自分史上、最長の山行。初めての沢ルート行きはもちろん、２日目の行動時間１４時間超えな

ど、実際にやってみて、体感して分かったことがいろいろでした。かなりキツイ山行でしたが、黒部の山水を満喫

できました。＜松田＞ 

■重荷での長距離縦走と沢の遡行、大変お疲れさまでした。良くも悪くも週末の１泊２日の山行では得られない

体験を沢山されたことと思います。今回の講座の目的は、固定観念から離れ柔軟な発想で変化に富んだ縦走ル

ートが設定できることを体験して頂くことでした。パーティーの力量に応じて自由にルートを描くことは登山の最も

大きな楽しみです。登山は創造に満ちた野外活動です。地形図を眺め妄想しましょう。既成観念に捕らわれずに。

きっと新しい地平が広がります。＜秋田＞ 

黒部五郎岳からのカールの眺め 

黒部五郎小屋にかかる虹 

黒部川源流を遡る 
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ぐうたら会長のつぶやき 

会長 友永芳和 

 滋賀県もとうとう「まん防」が発令されました。でも特別な事をする必要はないと思います。今まで以上に感染対策を

しっかりしていきましょう。以前も書きましたが山は三密にはなりません。登山口まではマスクの着用をして、山行中は

少し距離をとって、不必要な会話はせずに、コロナを恐れず山行を実施していきましょう。今後も前向きに色んな活動

をやっていきましょう。皆様も頑張って山に行ってください。 

 

 今、原真さんの「頂上の旗」を読んでいます。その中から一部を抜粋します。 

 「山で死んだ友」から 

 山の遭難は厳密に反省されるべきだ。遭難はあくまでも失敗として、その原因が徹底的に追及されなければならな

い。山の死を敗北であり失敗であると、言葉の上では簡単に言うことはできる。しかし、現実に山の遭難を根絶するこ

とは不可能であろう。減らす事はできるが、無くすことはできない。登山とは、そういうものなのだ。登山が厳しい自然

への挑戦であるかぎり、いかに優れた登山家といえども、少しは死の危険を背負っているものなのだ。 

 登山とは山に登ることであり、そこには健全な生命の跳動がある。それは、いうまでもなく生の世界である。しかし、

登山という行為の周辺には、たえず、わずかながら、死の臭いもただよっている。忘れた頃に遠くで銃声が鳴り、やが

て硝煙の臭いがかすかに感じられる。山の死とはそんなものだ。 

 山で死んだ友を思い出すとき、もし彼らが死なずに生きていたら、いま頃どんな人間になっているだろうかと考える。

彼らが生きていたら、人生はどんなに楽しいことだろうとも考える。しかし、そうした思いは、若くして死んだ人間の未来

を美化しすぎた幻想なのかもしれない。彼らも生きていれば、案外つまらない人間になり下がっていることもありうる。

それは、いまだに生きている昔の山仲間たちの多くが、年を取るにしたがって、だんだん凡庸な人間になっていくのを

見れば、想像のつくことである。 

 若さは、たいていの人間に魅力を与える。年を取ってなお若い頃の魅力を残している人間は少ないが、だれもが若

い時代には、人をひきつける何かを持っている。それは未熟な時代の、一時的な、はかない泡沫のようなものかもしれ

ないが、青春という名で呼ばれる純粋な生命の発光のようなものであろう。 

 登山家の友情は、多く、こうした青春の時期に命をかけて結ばれる。それは若さによって支えられた、したがって若さ

が失われることによって消える可能性もある友情である。その友情が長くつづくためには、若さ以外の何かがなけれ

ばならない。あるいは、いつでもお互いの精神が若くなければならない。二十代の頃の山仲間との友情を、そのまま

の状態で長く保たせることはむずかしい。しかし、死んでしまった仲間には、そのようなわびしい思いは起こらない。彼

らは、人生の白熱の時に死に、残された者の心に、決して老衰することのない青春の姿で生きている。彼らの思い出

は、つねに未来を感じさせる。死んだ仲間への悲しみは、時経るにしたがって親しみに変り、ときには羨望に変ること

さえある。 

  

 これを読みながら、若くして逝った同級生の事を思い出しました。もし生きていればどんな奴になっていたのか、私の

ようにお腹にスイカを入れたような体になっているだろうか？ それともいまだにはちきれるような若さを保ったまま走

り回っているだろうか？ 久し振りにアルバムを取り出して若い頃の自分と同時に、年を取ることなく自分の中に生き

ている羨ましい友の姿を懐かしく思いました。年を取る事は悲しいと同時に、たくさんの思い出を持てる幸せな事でも

あるんだなと思っています。みなさんはどうですか？ 
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